


電源を Atriumの POWER 端子に接続し、PHONES 端子からスピーカーまたは
ヘッドホンへ接続します。VOLUME を半分まで上げ、両手を本体左右の外側
のエッジに置きます。

SUSTAIN スライダーを上げると、5つのボイスすべてのローパス・ゲート
が開きます。隣の STRUMタッチプレートをなぞると、各ボイスを個別に
鳴らせます。

NOTES スライダーで、5つのボイスすべての音程を変更できます。
CHORDを押しながらNOTES を上下すると、現在のスケールの音
程が各ボイスへポリフォニックに展開されます。

GLIDE を加えると音程の変化が滑らかになります。OCTAVE では
オクターブを切り替えられます。

隣の VOICING タッチプレートを使うとボイシングを変化させるこ
とができます。

3本のスライダーが、果てしないサウンド世界へとあなたを招待します。

・ENERGY：センター位置から倍音を形成していきます
・TIMBRE：セカンダリー・オシレーターを加えます
・TONE：セカンダリー・オシレーターをコントロールします

TIMBRE MODE キーを押すと「シンセシス方式」が切り替わります。

・WAVE：クラシックな 80 年代風パッド、ノイズ、サブオクターブ
・FM：2オペレーターのフェイズ・モジュレーション・サウンド
・FORM：Mangrove のアイデアを新たに発展させた方式



Spectre は、Atriumの「レゾナント・ボディ」とも呼べるセクショ
ンです。

・SPECTRE ノブ：ステレオ・フィルタリング、フィードバック、ディ
レイを連続的に変化させます
・TIME：レゾナンスのキャラクターを変化させます
・アーチ状の SPECTRUMタッチプレートをなぞると、3つのフィ
ルターのカットオフ値が変化します
・LENS で値をサイクルさせ、MORPHを加えると変化が滑らかに
なります

Contour は、SUSTAIN の形状を変化させます。

・LENGTH：全体の長さを調整します
・RAMP：立ち上がりを調整
・LOOP：エンベロープをループさせます
・STRETCH：発音のタイミングを変化させます

DRONE キーでは、SUSTAIN に割り当てるボイスを変更できます。

・押すたびに構成が切り替わります
・DRONE を押しながら STRUMタッチプレートをタップすると、
ボイスを追加または解除できます

ピーチ色のMAPキーで、Atrium全体へモジュレーションを割り当てることができ
ます。

・MAPを押しながら、PHASE の隣にある LFOキーを押します
・ティンバー・スライダーを動かして、モジュレーション量を調整します
・MAPを押して設定を終了します
・LFOの PHASE ホイールをなぞると、各ボイスのモジュレーションのタイミングを
ずらすこともできます



左上の 5つの白色のキーはジェス
チャー・レコーダーです。操作を
記録し、再生することができます。

・いずれかのジェスチャー・キーを押すと点滅し、記録を開始します

・Atriumのパラメーターを動かします

・同じジェスチャー・キーを押すと記録を終了し、すぐに再生が始まります

・再生中のジェスチャー・キーを押すと停止します。もう一度押すと再生します

もし迷子になったら、すべてのマッピングとジェスチャー
を消去し、各パラメーターを現在のパネル設定に戻せば
大丈夫！

LOADを押しながら CLEAR を押します。

解説動画、演奏デモ、詳しいプレイヤーズ・マニュアルはこちら：

https://atrium.whimsicalraps.com/welcome




